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※事務局記入欄 

№ D-38 

【様式２】 

部門名：校内研修プログラム開発・実践部門 エントリー名：福岡県立八幡中央高等学校   岡本 美加 
         平成３０年度第２回副校長・教頭等研修 

活動名：八幡中央魅力アップ作戦！ ～魅力アップ戦略シートを作ろう～ 

解決すべき課題：本校は「主体的・対話的で深い学び」の実践を目指しワクワクする授業づくりを今年度の具 

体的目標として掲げているが、成果を上げているとは言えない。教職員が主体的に本校の活性化方策を考え 

る機会を設けることを通して、目指すべき方向性の共通理解を図り、授業改善を促すことを目標として設定し 

た。 

目標・方針：職員研修において魅力的な学校づくりに向けた戦略について討議し、その方策を戦略マップとし

て見える化し、教職員間にて共有する。また、その際の手法を確認することにより、「主体的・対話的で深い学

び」の実践を目指すワクワクする授業づくりへの意欲を高め、学校活性化につなげることができると計画した。 

活動内容：職員研修会において４～５人の班別で本校魅力アップ作戦会議を行う。SWOT分析から魅力

アップ戦略シートを作成し見える化し、プレゼンテーションにより共有化する。さらに、ルーブリックに基づく自己評

価・他者評価を行う等の活動をとおして、授業改善の一助とする。 

活動の成果：職員研修会後の参加者の主な感想 

・対話の大切さを改めて実感した。・本校の現状を全職員が認識し、解決策を考えることができて良かった。 

・行動に移す意欲・行動力・団結力が必要だ。・自分の授業でも生徒に話し合わせる機会を設けてみたい。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：①所属学年・分掌・教科・年代などが重ならないよう班分け（写真

１）し、ステージに応じた役割を自覚させた。②見通しをもって活動できるように流れ（表１）やルーブリック

（表２）を示した。③SWOT 分析（表３）を示し、方策の視点を色分け（表４）し、戦略シートの視覚

化を明確にした。④研修を振り返り、授業改善（表５）を促した。 

表１ 流れを示し見通しを持たせる       表 2 ルーブリックを示し、自己評価・他者評価を行う 

表３ SWOT分析を共有する            表４ 視点を色分けする    表５ 授業改善を促す 

 

写真１ 班別協議           写真２ 発表             写真３ 研修会後 

 

 

職員室内に成果物を掲示したところ、自然と職員が集まり、議論している姿が見られた。 


